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上野動物園では、各職場で労働災害が発生した場所や、ヒヤリ・
ハット

をしたことのある場所に、オリジナルステッカーを貼っています。

労働災害を防止するには、事故が起こってからではではなく、起き
る前

に防止することが重要です。

そのため職場の注意箇所を可視化（＝見える化）し、職員間で共有
して

います。

安全衛生の取組
～オリジナルステッカーの貼付～



労災防止ステッカー：労災発生のリスクが高い箇所



・両生爬虫類館 毒蛇室
・毒蛇という扱いを慎重に行う必要
がある生き物が飼育されている部屋
なので、注意喚起のため扉に貼付。



・作業小屋
・研削砥石が高速回転し研磨をする工具で
手や衣服が巻き込まれる可能性があるため、
作業時目に入る箇所へ貼付。



労災防止ステッカー：労災発生箇所



・飼料室 包丁ボックス

・過去に、動物への給餌用野菜
を

裁断する際、誤って指を切っ
た
労災が発生した。
包丁を取り扱う際の慎重さを
促すため包丁ボックスに貼付。



・両生爬虫類館 コガネオオトカゲ
室

・過去に、職員が飼育作業中にコガ
ネ

オオトカゲに手を噛まれる労働災
害

が発生した。飼育動物に対して油
断

せず、丁寧な作業を心掛けるよう
ス
テッカーを貼付。



人間は誰でも、つい「ウッカリ」したり「ボンヤリ」したり、錯覚
します。

横着して近道や省略もしてしまいます。

このような人間の行動特性が誤った動作などの不安全行動（ヒュー

マンエラー）をもたらし、事故・災害の原因となるため、同種災害
の

発生防止を図る観点から、オリジナルステッカーを貼っています。

危険箇所や過去実際に労働災害があった場所を可視化することに

よって、職員の安全を守るとともに、職員の安全衛生の意識向上を
促

しています。
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